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当
館
の
選
書
に
は
全
役
職
員
が
参

加
し
て
い
る
が
、
特
に
研
究
員
は
深

く
選
書
過
程
に
関
わ
っ
て
い
る
。
日

本
国
内
だ
け
で
も
、
毎
日
何
百
冊
と

出
版
さ
れ
る
図
書
の
中
か
ら
、
当
館

が
所
蔵
す
べ
き
図
書
を
選
択
す
る
の

は
並
大
抵
の
知
識
・
能
力
で
は
か
な

わ
な
い
。「
労
働
政
策
研
究
及
び
研

修
の
効
果
的
な
推
進
等
を
支
援
す

る
」（
当
機
構
中
期
計
画
）
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
蔵
書
構
成
が
望
ま
し
い

の
か
、
選
書
基
準
の
明
確
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、

そ
の
基
準
が
明
確
に
な
っ
た
と
し
て

も
資
料
購
入
予
算
に
も
配
架
ス
ペ
ー

ス
に
も
限
り
は
あ
る
。
同
じ
主
題
の

図
書
の
中
で
ど
れ
を
購
入
す
る
か
選

択
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
も
あ
る
。

和
書
な
ら
、
著
者
・
出
版
社
か
ら
所

蔵
す
べ
き
か
ど
う
か
類
推
で
き
て
も
、

洋
書
と
な
る
と
ま
る
で
お
手
上
げ
と

な
る
の
で
、
そ
の
分
野
の
専
門
研
究

員
の
関
与
は
か
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。

現
在
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
（Inter-L

ibrary 
L
oan

、
図
書
館
間
貸
出
・
複
写
サ

ー
ビ
ス
）
制
度
も
充
実
し
て
い
る
の

で
、
す
べ
て
の
関
連
図
書
を
所
蔵
し

て
い
な
く
と
も
、
多
少
時
間
が
か
か

る
こ
と
を
除
け
ば
、
研
究
・
研
修
事

業
に
は
致
命
的
な
障
害
と
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
な
お
の
こ

と
、
何
を
所
蔵
し
、
何
を
Ｉ
Ｌ
Ｌ
制

度
の
利
用
に
委
ね
る
か
と
の
判
断
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
当
館
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
の
対

象
は
、
当
機
構
の
役
職
員
等
に
限
定

し
て
い
る
が
、
外
部
利
用
者
へ
の
拡

大
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
当
面
は
、
お
近
く
の
公
共
図

書
館
で
Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
た
い
。
ま
た
、

当
館
が
所
蔵
し
て
い
な
い
図
書
で
所

蔵
す
べ
き
図
書
が
あ
れ
ば
、
閲
覧
室

に
設
置
し
て
あ
る
ご
意
見
箱
「
み
ん

な
の
声
」
に
購
入
希
望
を
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ご
希
望
に
お
応
え
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
当
館
の
蔵
書
を
豊

か
に
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

今
月
の
耳
よ
り
情
報

　

独
立
行
政
法
人
た
る
当
機
構
は
、

監
督
官
庁
に
設
置
さ
れ
て
い
る
評
価

委
員
会
に
よ
っ
て
、
事
業
毎
に
業
績

評
価
が
な
さ
れ
る
。
当
館
も
そ
の
一

翼
を
担
う
「
労
働
情
報
の
収
集
・
整

理
事
業
」
に
関
し
て
も
、
当
然
、
毎

年
評
価
が
下
さ
れ
る
。
そ
の
評
価
項

目
と
し
て
当
館
は
、
①
貸
出
冊
数
②

外
部
来
館
者
数
③
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対

応
件
数
④
複
写
枚
数
、
を
設
定
し
て

い
る
が
、
他
館
の
状
況
を
確
認
す
る

た
め
、
先
日
、
専
門
図
書
館
協
議
会

（
専
図
協
）
の
研
究
会
に
参
加
し
た
。

Ａ
県
立
図
書
館
で
は
、
当
館
と
同
じ

上
記
四
項
目
の
ほ
か
に
、
⑤
県
民
向

け
講
演
会
回
数
が
評
価
項
目
に
付
加

さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
Ｂ
独
立
行
政

法
人
図
書
館
で
は
、
複
写
枚
数
を
評

価
項
目
と
し
て
は
用
い
る
が
、
マ
イ

ナ
ス
の
指
標
と
し
て
い
る
の
が
新
鮮

な
驚
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
Ｂ
図

書
館
で
は
所
蔵
資
料
の
デ
ィ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
作
業
が
順

調
に
進
め
ば
複
写
枚
数
は
減
少
す
る

は
ず
と
の
論
理
に
よ
る
。
し
か
し
、

Ｂ
法
人
が
作
成
し
た
資
料
を
中
心
に

公
開
・
提
供
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

指
標
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
Ｂ
図

書
館
で
は
、
図
書
館
事
業
は
主
力
事

業
で
は
な
い
の
で
、
外
部
評
価
の
対

象
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

各
図
書
館
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

よ
っ
て
、
評
価
項
目
や
評
価
の
仕
方

も
異
な
る
が
、
公
的
資
金
で
運
営
さ

れ
て
い
る
図
書
館
で
あ
れ
ば
、
効
率

的
な
運
営
に
心
が
け
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
当
館
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
達
成
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る

た
め
ど
の
よ
う
な
評
価
項
目
を
設
定

す
べ
き
な
の
か
。
先
月
号
で
ご
紹
介

し
た
専
図
協
の
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
で
も

話
題
に
な
っ
た
が
、
大
方
は
、
前
述

の
４
項
目
が
定
番
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
貸
出
冊
数
と
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
対
応
件
数
が
中
心
に
な
る
。
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
問
い
合
わ
せ
対
応

能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
模
索
は
続
く
。

図
書
館
長
の
つ
ぶ
や
き

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書97,000冊、洋書25,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（500種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴
史的に貴重な原資料を収集、保管しています。

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

③中野育男著『スイスの労働協約』専修大学出版局(ⅳ+265頁,A5判)
スイスの集団的労働関係は、協約交渉における交渉範囲、交渉事項の決定等の面でわが国の労働関係を活性
化するための有益な示唆を提供するとしているが、前著『スイス労働契約の研究』と併せ、分権的で弾力的
であるとされるスイスの個別的・集団的労働関係における特徴が解明され、日本の参考となるであろうか。

②埋橋孝文編著『ワークフェア』法律文化社（ⅵ+273頁,A5判）
母子家庭や就職困難者等、社会から排除されがちな人々を統合するための一つの試みである、雇用志向的社
会政策＝ワークフェアを、国際的な動向と日本での政策論議等の両面から分析している。「働く貧民」問題は、
労働と福祉の連携の下に1950年代にも研究されていたというが、まさしく歴史は繰り返されているのである。

①秋山智久著『社会福祉専門職の研究』ミネルヴァ書房（ⅹ+305頁,A5判）
著者によれば本書は、社会福祉士等の社会福祉専門職の歴史、理論、政策、実態を探求し、当該分野研究の
「実証的基盤」の提示という学問的目的と、社会福祉の向上という実践的目的を持っているという。壮大な
目的を持つ研究書であるが、著者が実施した 25 年間に及ぶ、５年毎６回の大規模調査も貴重な実績といえる。

④小池和男編『国際化と人材開発』ナカニシヤ出版（244頁,A5判）
本書は、小池編者の下に結集した実務家等の丹念で詳細な聞き取り、アンケート等に基づく、海外子会社社
長、海外派遣者等の人材形成についての単行書である。日本で流布している常識を事実に基づき検証してい
る。編者によれば、珠玉のような研究を集めたものであるが、執筆からかなり経過しているのが悔やまれる。

⑤小杉礼子編『大学生の就職とキャリア』勁草書房（ⅷ+216頁,B6判）
大学生の就職環境は著しく改善されたとはいえ、学卒無業者の水準にめだった変化は見られない。本書は、
当機構刊行の労働政策研究報告書No.78『大学生と就職』を再編集したものである。就職活動の問題点と必要
とされる大学・関係機関の支援のあり方、職業能力形成における大学の役割とその課題等が分析されている。

⑥岡澤憲芙他編『福祉ガバナンス宣言』日本経済評論社（327頁,B6判）
所得・資産格差が拡大し、従来の日本型福祉が動揺しているが、本書は、現代福祉国家の主要課題に関する、
個性的研究者で構成された連合総研研究会の成果である。市場と社会保障の連携によって社会不安に対処し、
持続的な発展を実現する方途を探っている。福祉国家再編成の理念の具体化は、今後に残された課題である。

⑦福原宏幸編著『社会的排除／包摂と社会政策』法律文化社（ⅵ+269頁,A5判）
⑧脇田滋著『労働法を考える』新日本出版社（238頁,B6判）
⑨牧里毎治他編著『協同と参加の地域福祉計画』ミネルヴァ書房（ⅶ+275頁,A5判）
⑩金田秀治他著『トヨタ式ホワイトカラー革新』日本経済新聞出版社（249頁,B6判）
⑪浅野慎一編著『増補版 日本で学ぶアジア系外国人』大学教育出版（xⅳ+531頁,A5判）

⑫マイケル・マーモット著『ステータス症候群』日本評論社（ⅷ+335頁,A5判）
⑬「少数派労働運動の軌跡」編集委員会著『少数派労働運動の軌跡』金羊社(293頁,B6判）
⑭NPO法人再スタート仕事センター著『正社員化最前線』本の泉社（175頁,B6判）
⑮ニッセイ基礎研究所著『定年前・定年後』朝日新聞社（198頁,B6判）
⑯雨宮処凛著『プレカリアート』洋泉社（238頁,新書判）

図書館だより
12 月の主な受け入れ図書

開館時間：9:30～ 17:00
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～1月4日）、その他
電話番号：03(5991)5032 ／ FAX：03(5991)5659
利用資格：どなたでも利用できます
貸　　出：和書・洋書とも2週間、5冊までです
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています


